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石
川
伍
一
日
記
を
読
む
︵
三
︶
大
里
浩
秋
ま
え
が
き
こ
こ
に
載
せ
る
石
川
伍
一
日
記
の
解
読
文
は
︑
本
誌
第
一
九
一
号
と
第
一
九
二
号
に
掲
載
し
た
文
の
続
き
に
当
る
︒
石
川
伍
一
の
経
歴
に
つ
い
て
は
︑
第
一
九
一
号
に
簡
単
に
紹
介
し
︑
さ
ら
に
詳
し
く
は
第
一
三
五
号
に
﹁
石
川
伍
一
の
こ
と
﹂
を
発
表
し
て
い
る
の
で
︑
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒
解
読
文
は
︑
原
文
中
の
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
し
︑
人
名
を
除
く
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
︑
適
宜
句
読
点
を
付
し
て
い
る
︒
ま
た
︑︹
︺
に
よ
っ
て
文
字
の
不
足
や
不
明
な
点
を
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
原
文
中
に
一
字
な
い
し
二
字
分
の
空
白
が
あ
る
箇
所
は
︑
そ
の
通
り
に
空
白
に
し
た
︒
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
︑
一
字
分
を
□
一
個
で
示
し
た
︒
特
徴
の
あ
る
字
体
で
前
回
ま
で
の
日
記
も
解
読
し
に
く
か
っ
た
が
︑
今
回
は
鉛
筆
書
き
の
部
分
︵
三
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
︶
が
あ
る
た
め
に
︑
余
計
に
判
読
に
手
こ
ず
っ
た
︒
な
お
︑
解
読
に
際
し
て
︑
今
回
も
常
民
文
化
研
究
所
田
上
繁
教
授
の
援
助
を
い
た
だ
い
た
︒
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明
治
十
九
年
三
月
か
ら
六
月
の
日
記
三
月
一
日
晴
月
念
六
曽
根
氏
よ
り
縉
紳
全
書
に
付
き
十
八
省
の
彊
︹
疆
︺
域
︑
風
俗
︑
土
産
︑
文
武
官
等
の
取
調
を
命
せ
ら
る
︒
限
る
に
十
八
日
を
以
て
す
︒
三
月
二
日
晴
︑
和
暖
火
念
七
曽
根
の
命
を
以
て
跟
班
を
従
へ
三
義
口
に
至
り
船
を
見
る
︑
有
る
無
し
︒
帰
路
河
東
を
過
る
︒
塩
山
畳
々
数
丁
に
跨
る
︒
快
馬
︑
海
馬
︑
第
一
︑
第
二
飛
鳧
︑
鉄
龍
の
小
汽
氷
中
に
碇
泊
す
る
を
見
る
︒
聞
く
此
日
太
沽
に
於
て
氷
破
れ
て
四
︑
五
人
死
す
る
者
あ
り
し
と
︒
此
夜
ク
ラ
ブ
に
於
て
舞
蹈
会
あ
り
︒
蓋
し
独
逸
領
事
委
員
長
と
な
り
︑
妻
女
を
有
せ
さ
る
者
よ
り
招
き
し
と
︒
云
西
洋
の
慣
習
に
妻
女
を
有
せ
さ
れ
ば
客
を
呼
ひ

宴
す
る
能
は
す
ど
︹
と
︺︒
領
事
及
ú
氏
招
か
る
︑
両
夫
人
伴
焉
︒
此
夜
の
会
に
は
皆
装
を
変
し
形
を
換
ゆ
る
を
以
て
︑
ú
氏
蝦
蟇
に
化
し
︑
夫
人
は
宮
女
︑
領
事
は
甲
武
者
と
な
り
︑
夫
人
は
田
舎
娘
に
作
る
︒
西
人
或
は
猿
に
な
る
あ
り
︑
高
麗
服
あ
り
日
本
服
あ
り
︑
千
種
万
態
の
様
な
り
と
︒
而
し
て
多
︹
く
︺
は
古
代
之
服
装
を
な
せ
し
と
云
ふ
︒
三
月
三
日
晴
水
念
八
氷
破
れ
て
八
︑
九
人
の
死
あ
る
を
聞
︹
く
︺︒
此
夜
汁
粉
を
製
す
︒
76
四
日
晴
︑
和
暖
木
念
九
氷
大
に
破
る
︒
川
開
の
報
あ
り
︒
即
ち
河
岸
に
到
り
見
る
︒
大
塊
小
相
連
り
て
流
る
︒
長
さ
一
折
に
及
ふ
も
の
あ
り
︑
当
ら
は
砕
け
衝
け
は
相
推
し
︑
共
音
凄
ま
し
か
り
し
︒
看
英
軍
艦
に
至
る
︒
一
西
人
の
日
本
語
を
能
く
す
る
あ
り
︑
佐
氏
を
見
て
懇
話
︑
今
将
に
此
処
に
水
雷
火
を
以
て
氷
を
壊
る
を
告
く
︒
一
下
士
小
洋
鉄
箱
を
携
へ
之
を
氷
の
下
に
沈
め
導
火
に
火
し
退
く
︒
少
焉
く
し
て
一
声
爆
烈
大
片
小
片
飛
て
三
丈
余
に
至
る
︒
頭
上
に
落
ち
ん
と
す
る
か
如
し
︒
驚
き
退
く
︒
西
人
は
蓋
し
仁
記
洋
行
に
居
る
︒
皆
な
曾
て
日
本
に
あ
る
九
年
と
云
ふ
︒
帰
路
武
備
堂
教
師
生
徒
を
携
へ
て
測
量
を
荷
は
せ
河
下
に
至
り
︑
須
臾
に
し
て
還
る
︒
其
河
の
為
め
な
る
や
を
知
ら
す
︒
瀬
川
浅
之
進
な
る
人
北
京
よ
り
至
る
︒
此
夜
ú
氏
の
所
に
闘
o
す
︒
五
日
晴
︑
和
暖
金
念
十
下
午
郊
外
に
蹴
球
の
遊
を
為
す
︒
疲
甚
し
︒
六
日
晴
土
二
月
初
一
此
日
午
下
仁
︑
瀬
︑
德
︑
武
︑
堀
五
氏
及
予
と
紫
竹
林
に
於
て
写
真
す
︒
領
事
の
発
議
を
以
て
当
地
書
生
仲
間
よ
り
一
の
雑
誌
を
発
行
し
︑
之
を
北
京
︑
上
海
及
煙
台
に
送
り
以
て
見
聞
を
取
換
し
︑
且
つ
世
俗
の
文
を
学
は
し
め
ん
と
な
り
︒
編
緝
之
事
は
武
藤
氏
之
を
司
れ
り
︒
七
日
晴
日
二
月
初
二
昨
日
編
修
し
今
日
の
出
版
な
る
︒
忙
甚
し
︒
写
字
及
印
刷
之
事
を
助
く
︒
印
刷
は
即
ち
ユ
ッ
ピ
ー
と
称
す
る
も
の
に
し
て
︑
二
︑
三
張
を
写
取
す
へ
き
も
の
な
り
︒
去
る
四
日
海
関
道
周
馥
氏
は
︑
仏
国
総
領
事
ジ
ル
ロ
ン
氏
安
□
順
化
府
駐
在
の
代
理
官
と
し
︑
独
領
事
は
広
東
駐
在
に
任
せ
ら
れ
︑
開
河
第
一
の
船
に
て
任
に
上
る
を
祝
し
訣
別
の
宴
を
水
師
営
終
弥
に
開
︹
き
︺︑
各
国
領
事
︑
船
長
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を
招
き
支
那
料
理
を

せ
り
︒
伍
廷
芳
氏
周
馥
に
代
り
英
語
に
て
両
領
事
を
送
る
の
詞
を
演
し
︑
法
領
事
は
清
語
を
以
て
之
に
答
へ
た
り
と
︒
伍
氏
は
嘗
て
英
に
在
る
数
年
︑
法
律
学
士
の
名
位
を
取
り
た
り
と
︒
此
夕
領
事
客
を
招
て
夜

の

あ
り
︒
共
に
す
る
︑
領
事
︑
ú
氏
︑
及
両
夫
人
︑
豫
︑
仁
礼
︑
瀬
川
︑
佐
々
木
︑
德
︑
武
︑
堀
︑
予
の
十
二
人
に
し
て
︑
曽
根
氏
は
事
あ
り
て
辞
す
︒
八
日
曇
月
初
三
曽
根
氏
の
処
に
写
字
す
︒
夕
闘
o
す
︒
九
日
風
︑
晴
火
初
四
此
日
曽
根
氏
之
処
に
図
を
引
く
︒
両
三
日
前
よ
り
河
全
く
聞
︹
開
︺
け
︑
近
日
汽
船
到
着
す
べ
し
と
の
事
な
り
し
か
︒
此
日
高
陞
号
第
一
に
太
沽
に
入
る
と
の
報
あ
り
し
か
︑
河
中
に
て
乗
越
た
る
と
見
ゆ
︑
順
和
号
遂
に
着
津
の
一
鞭
を
付
た
り
︒
此
日
英
軍
艦
セ
フ
ァ
ー
ル
号
香
港
に
向
て
出
港
し
︑
清
軍
艦
鎮
海
号
入
港
す
︒
此
夜
三
発
の
砲
を
発
し
海
晏
号
達
す
︒
乃
ち
行
き
見
る
︒
行
人
東
西
に
互
し
︑
群
衆
雑
遝
︒
德
丸
氏
学
校
に
帰
る
︒
此
夜
牛
を
煮
る
︒
安
保
氏
よ
り
信
達
す
︒
十
日
晴
水
初
五
午
前
曽
根
氏
の
処
に
写
字
す
︒
前
北
洋
艦
隊
司
令
官
な
る
英
人
ラ
ン
氏
又
た
雇
は
れ
︑
海
軍
の
こ
と
を
管
す
る
由
︒
河
東
に
新
築
せ
る
武
備
堂
は
房
三
百
余
を
有
せ
る
大
厦
な
り
と
云
ふ
︒
穆
仁
徳
氏
は
武
備
堂
繙
訳
に
任
せ
ら
れ
し
由
︑
紫
竹
林
に
て
新
築
の
立
派
な
家
に
入
り
た
り
︒
78
此
夜
瀬
川
氏
乗
船
す
︒
之
を
送
る
人
之
暄
囂
︑
道
路
上
荷
は
山
の
如
く
︑
実
に
今
日
の
天
津
は
昨
日
の
天
津
と
異
な
り
︑
殆
と
別
世
界
に
入
る
か
思
ひ
を
な
せ
︹
る
︺︒
高
陞
︑
豊
順
之
二
号
入
り
居
れ
り
︑
瀬
川
氏
は
高
陞
に
上
る
︒
美
な
る
船
な
り
し
︒
此
日
郊
外
攏
球
之
遊
を
為
す
︒
十
一
日
晴
木
初
六
朝
二
氏
と
河
浜
を
逍
遥
す
︒
遂
に
同
昌
に
至
り
手
帳
を
買
ひ
︑
帰
路
写
真
写
︹
屋
︺
に
至
る
︒
未
た
成
ら
ず
︒
是
よ
り
先
き
両
三
日
佐
々
木
氏
よ
り
刀
代
七
元
及
別
に
一
元
を
給
せ
ら
る
︒
因
り
て
小
褂
二
件
︑
単
褌
二
件
︑
襪
子
二
双
を
買
ふ
︒
十
二
日
晴
金
初
七
九
時
頃
米
艦
モ
ノ
カ
シ
ー
号
出
帆
す
︒
楽
を
奏
し
別
を
送
る
の
中
に
悠
々
と
出
て
し
も
面
白
か
り
し
︒
午
下
武
氏
と
河
岸
を
散
歩
し
豫
君
の
処
に
到
り
帰
る
︒
幾
く
も
な
く
し
て
豫
氏
至
り
遊
歩
に
誘
ふ
︒
共
に
堤
に
上
り
東
北
に
行
き
河
岸
に
出
つ
︒
復
砲
台
に
登
る
︒
帰
途
仁
礼
氏
を
訪
ふ
︒
闘
o
之
遊
を
為
し
還
る
︒
夜
領
事
之
処
に
話
す
︒
十
三
日
晴
土
初
八
午
下
領
事
及
ひ
夫
人
︑
武
︑
堀
二
氏
と
散
歩
す
︒
堤
よ
り
河
岸
に
出
て
下
り
て
堤
外
の
下
を
行
く
︒
太
沽
路
よ
り
右
に
入
る
少
許
古
墳
二
あ
り
︒
一
場
の
面
白
き
話
あ
り
た
り
︒
此
墳
に
各
五
︑
六
の
穴
あ
り
た
れ
ば
︑
皆
々
怪
み
見
る
︒
一
は
四
方
の
穴
を
ふ
さ
き
て
一
の
口
よ
り
火
を
焼
き
た
る
様
な
り
︒
此
れ
は
狐
巣
し
た
る
を
薫
ほ
り
た
る
な
ら
ん
と
︒
今
一
の
墳
を
視
れ
ば
果
し
て
狐
の
足
跡
あ
り
︒
一
人
曰
く
︑
必
定
此
中
に
狐
住
む
︑
見
え
た
り
燻
し
出
さ
ん
と
︒
今
一
人
は
︑
狐
は
人
話
を
解
す
と
聞
け
り
︑
逃
去
る
へ
し
︒
又
一
人
あ
り
︑
こ
は
支
那
の
狐
な
れ
ば
よ
も
日
本
語
は
解
す
ま
し
と
云
ふ
て
︑
大
笑
せ
り
︒
此
日
ú
氏
崑
蒻
板
を
買
ひ
来
よ
り
︑
明
日
新
誌
は
此
に
て
刷
す
る
べ
し
と
︒
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十
四
日
日
晴
初
九
此
日
は
一
日
雑
誌
の
こ
と
に
て
終
へ
た
り
︒
晩
話
会
あ
り
た
り
︒
十
五
日
月
陰
十
日
午
前
曽
根
氏
の
処
に
写
字
す
︒
写
真
出
来
せ
り
︒
十
六
日
火
陰
︑
雪
十
一
日
午
下
四
時
頃
よ
り
降
雪
霏
々
た
り
︒
十
七
日
水
晴
十
二
日
朝
起
望
す
れ
ば
白
雪
班
長
堤
の
雪
を
帯
た
る
は
一
場
の
目
布
を
懸
け
た
る
如
く
雅
景
佳
な
り
︒
十
八
日
木
陰
︑
風
十
三
日
朝
梶
山
中
佐
当
地
に
着
す
︒
呉
永
壽
二
氏
従
ふ
︒
是
よ
り
先
き
昨
︹
日
︺
着
の
報
あ
り
た
る
を
以
て
︑
豫
君
は
午
上
馬
と
︑
午
下
再
と
み
て
︑
又
領
事
は
文
具
を
随
へ
馬
に
騎
り
四
︑
五
里
迎
に
出
ら
れ
た
る
が
︑
空
く
帰
ら
れ
た
り
︒
梶
山
氏
は
長
州
の
人
な
る
由
︒
十
九
日
金
晴
十
四
日
此
日
舎
弟
に
送
る
信
を
曽
根
氏
に
托
す
︒
内
に
大
人
に
送
る
書
と
故
郷
に
送
る
者
と
を
包
め
り
︒
此
夜
曽
根
氏
予
に
告
け
て
曰
く
︑
我
四
月
中
に
帰
朝
す
る
の
命
を
受
け
た
り
︒
因
て
汝
を
佐
々
木
氏
に
托
せ
し
に
︑
氏
曰
く
漸
く
我
口
を
糊
せ
り
曷
ぞ
能
く
人
を
養
は
ん
や
︒
辞
せ
ら
れ
た
り
︒
汝
再
ひ
行
て
之
に
隣
︹

︺
を
乞
ふ
べ
し
と
︒
去
冬
佐
々
木
氏
上
海
よ
り
帰
る
や
予
を
養
は
ん
こ
と
を
云
80
ふ
︒
是
を
以
て
信
し
て
疑
は
ず
︒
今
此
言
を
聞
き
心
大
い
に
不
平
な
り
︒
乃
ち
馳
て
豫
君
の
所
に
赴
き
情
を
告
く
︒
氏
之
を

み
百
方
策
を
考
ふ
︑
奇
計
な
し
︒
遂
に
仁
礼
氏
養
ふ
と
︒
予
其
は
費
を
給
せ
し
先
つ
領
事
に
謀
る
へ
し
と
︒
帰
る
︒
而
る
に
予
領
事
に
托
す
る
を

と
せ
す
︒
固
よ
り
行
は
れ
さ
る
を
知
る
な
り
︒
二
十
日
土
晴
曽
根
氏
行
李
を
装
す
る
に
忙
し
︒
予
は
写
字
を
な
す
︒
夕
蹴
球
の
遊
を
な
す
︒
二
十
一
日
日
晴
此
朝
岸
田
吟
香
氏
□
今
度
の
北
京
の
試
験
に
付
書
籍
を
売
る
か
為
に
重
慶
号
に
て
着
津
せ
り
︒
此
日
は
行
李
を
拮
掇
す
︒
佐
々
木
氏
予
の
為
に
岸
田
氏
に
説
き
︑
其
夥
計
と
な
る
こ
と
を
以
て
せ
り
︒
因
り
て
曽
根
氏
と
上
海
に
発
す
る
こ
と
に
決
せ
り
︒
佐
々
木
氏
に
托
せ
ん
と
せ
し
が
□
な
く
︑
言
ふ
□
□
□
□
し
に
氏
は
遂
に
予
を
挙
□
せ
り
︒
此
夜
吟
香
氏
北
京
に
向
て
発
す
︒
時
に
明
月
爽
涼
た
り
︒
曽
根
氏
留
別
之
宴
を
同
昌
に
開
く
︒
二
十
二
日
月
晴
重
慶
号
︵
即
ち
予
か
前
に
乗
る
所
な
る
︶
昨
︹
日
︺
着
し
︑
明
︹
日
︺
発
す
る
の
報
あ
り
︒
行
装
概
ね
整
ふ
︒
□
昨
日
の
事
□
天
津
劉
小
亭
を
訪
ふ
︑
在
ら
ず
︑
一
人
を
買
ふ
︒
此
夜
領
事
及
ú
氏
︑
曽
根
氏
を
送
る
か
為
め
に
支
那
料
理
を

ふ
︒
堀
内
氏
牛
を
煮
て
予
の
行
を
送
る
︒
仁
礼
氏
︑
徳
丸
氏
︑
武
藤
氏
︑
予
か
行
を
送
る
の
詩
あ
り
︒
此
夕
行
李
を
船
に
搬
す
︒
航
海
日
記
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二
十
三
日
快
晴
︑
風
火
早
起
船
に
上
る
︒
相
送
る
者
ú
氏
幷
夫
人
︑
仁
礼
氏
︑
豫
氏
︑
德
丸
︑
武
藤
氏
な
り
︒
八
時
船
将
に
出
て
ん
と
す
︑
乃
ち
辞
別
す
︒
船
は
除
︹
徐
︺
々
と
し
て
進
み
慢
々
と
し
て
退
く
︒
衆
川
に
従
て
下
り
送
る
︒
時
々
帽
を
振
り
手
巾
を
動
か
し
別
を
惜
む
︒
予
振
る
へ
き
者
な
し
︑
乃
ち
辮
髪
を
取
り
之
を
振
る
︒
衆
皆
大
笑
す
︒
一
英
国
宣
教
師
︵
常
死
之
時
に
臨
み
し
人
︶
の
帰
る
に
遇
ふ
︒
二
童
又
た
従
ふ
︒
朋
数
人
あ
る
︒
之
を
送
る
︒
別
る
に
臨
み
二
児
慟
哭
別
れ
を
惜
む
︒
一
友
の
一
児
を
従
へ
る
あ
り
︒
船
に
従
っ
て
相
送
り
砲
台
下
に
到
る
︒
船
は
台
下
少
許
の
地
回
転
を
な
し
︵
此
時
少
し
く
時
の
費
︶
東
進
途
に
壁
を
繞
ら
し
樹
を
植
て
□
し
た
る
墓
ひ
︹
碑
︺
を
見
る
︒
想
ふ
に
何
人
の
骨
を
埋
め
し
な
る
へ
き
か
︒
河
岸
数
多
の
村
落
を
経
過
す
︒
両
旁
の
地
□
□
□
□
□
□
□
竹
木
に
緑
蒼
の
染
む
へ
き
の
地
之
青
草
の
目
を
慰
む
へ
き
も
の
□
□
景
色
□
へ
た
り
︒︵
途
に
保
大
︑
新
南
陛
の
上
る
に
会
す
︒
又
支
那
軍
艦
□
江
号
の
下
ら
ん
と
す
る
を
見
る
︶︒
温
州
の
来
り
海
琛
の
□
ふ
を
見
る
︒
十
二
時
半
頃
新
城
の
砲
台
を
過
く
︒
一
時
左
方
に
洋
屋
の
美
な
る
者
二
︑
三
家
を
見
る
︒
又
計
風
署
の
如
き
も
の
あ
り
︒
群
醜
の
内
に
峨
然
た
る
殊
に
空
に
立
て
り
︒
左
に
馬
営
を
望
む
︒
二
時
太
沽
に
着
し
汐
を
待
ち
︑
四
時
二
十
分
頃
出
帆
す
︒
此
夕
風
大
に
起
り
黄
塵
天
を
掩
ひ
日
為
め
に
暗
淡
た
り
︒
此
辺
帆
を
掛
け
塩
井
を

む
も
の
を
見
る
︒
△
支
那
軍
艦
鎮
東
︑
鎮
西
の
碇
泊
︑
外
二
隻
の
太
沽
船
渠
内
に
あ
る
を
見
た
り
︒
太
沽
沖
に
清
艦
二
隻
及
商
船
数
隻
あ
り
︒
此
夜
風
烈
し
く
波
荒
し
︒
二
十
四
日
晴
水
朝
六
時
頃
模
糊
の
内
山
東
登
州
地
方
の
山
脈
を
望
む
︒
八
時
頃
煙
台
に
入
港
す
︒
煙
台
の
地
は
︑
西
に
山
を
背
ひ
南
に
走
り
西
北
は
□
野
に
し
て
北
に
小
丘
あ
り
︒
其
脈
に
南
西
は
欠
く
︒
南
に
岡
阜
を
帯
ぶ
︒
日
本
領
事
館
此
上
に
あ
り
︒
此
日
は
西
北
の
風
あ
り
て
波
激
し
︒
暫
く
は
客
を
上
陸
せ
し
め
ず
︒
午
後
よ
り
許
し
て
上
ら
し
む
︑
続
々
と
し
て
断
せ
ず
︒
聞
く
毎
年
山
東
よ
り
山
東
に
稼
に
82
出
て
閉
河
の
候
に
帰
る
と
︒
此
曹
生
時
期
に
後
れ
て
今
開
河
す
︒
帰
家
す
る
も
の
か
五
時
に
し
て
止
む
︒
乃
ち
出
帆
す
︒
此
港
に
は
清
軍
艦
一
隻
︑
英
艦
一
隻
︵
天
津
に
あ
り
し
□
商
船
保
大
及
両
三
隻
︑
帆
船
数
隻
碇
泊
す
る
を
見
る
︒
鎮
海
号
入
港
し
た
り
し
︒
此
夜
夢
中
に
山
東
の
岬
角
を
過
く
︒
二
十
五
日
晴
木
水
天
茫
々
目
を
遮
る
者
な
し
︒
二
十
六
日
晴
︑
西
北
風
金
六
時
半
頃
一
島
の
燈
台
あ
る
者
を
見
る
︒
清
人
云
ふ
︑﹁
チ
ャ
ー
サ
ン
﹂
と
云
ふ
︒
八
頃
︹
時
︺
頃
高
陞
の
北
上
す
る
に
遇
ふ
︒
益
す
呉
淞
に
近
き
を
知
る
︒
漸
く
に
し
て
左
方
に
大
陸
を
望
む
︒
海
岸
一
帯
材
木
を
植
た
る
か
如
し
︒
又
暫
く
に
し
て
右
に
崇
明
島
を
見
る
︒
左
に
渺
々
た
る
揚
子
江
の
濁
流
な
り
︒
呉
淞
砲
台
に
近
く
に
︑
鎮
遠
号
の
傍
を
掠
め
て
去
る
︒
此
は
去
年
徳
国
製
の
新
艦
に
し
て
︑
我
か
未
た
目
撃
せ
さ
る
形
な
り
︒
両
舷
平
に
し
て
中
部
に
高
て
舳
艫
に
砲
を
置
き
︑
且
つ
煙
筒
旁
各
二
個
の
砲
を
見
た
り
︒
外
二
隻
あ
り
︒
一
隻
の
形
鎮
遠
に
同
し
︒
一
時
過
呉
淞
に
至
る
︒
溯
少
焉
に
し
て
︑
清
艦
三
隻
厳
然
と
し
て
並
列
せ
り
︒
基
は
南
琛
︑
南
に
し
て
︑
一
を
詳
か
に
せ
す
︒
又
溯
り
て
登
瀛
州
号
の
停
泊
し
た
る
を
見
る
︒
製
紙
場
︑
自
来
水
□
︑
新
船
渠
及
浦
東
︑
黄
口
の
両
岸
を
看
て
︑
遂
に
東
洋
第
一
繁
華
の
上
海
市
街
に
着
す
︒
蓋
し
午
後
三
時
な
り
︒
領
事
館
及
大
浦
氏
︑
島
氏
の
宅
を
訪
ふ
︒
此
夕
日
本
郵
船
至
る
︒
海
軍
派
出
員
三
名
着
す
︒
武
冨
氏
福
州
に
︑
関
氏
天
津
に
︑
邦
山
氏
は
当
地
に
滞
在
す
と
︒
宗
方
氏
来
る
︒
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在
	
日
記
三
月
二
十
七
日
晴
︑
和
暖
土
在
家
終
日
写
字
︒
同
二
十
八
日
晴
︑
暖
日
訪
乍
浦
路
荒
賀
︑
島
津
諸
氏
寓
︑
時
宗
方
︑
山
ノ
内
両
氏
亦
来
会
︑
談
話
数
刻
而
帰
︒
此
夜
尋
野
口
氏
於
崎
陽
号
︒
同
二
十
九
日
晴
︑
暖
月
此
日
治
曽
根
氏
之
行
李
︒
武
富
氏
将
赴
福
州
也
不
詳
其
地
理
形
勢
︑
故
得
一
人
欲
為
嚮
導
︒
謀
之
於
曽
根
氏
之
薦
牟
田
氏
︒
此
夜
買
麦
酒
及
黄
鵞
予
□
牟
田
氏
赴
福
州
︒
同
三
十
日
朝
細
雨
︑
午
霽
水
牟
田
氏
赴
福
州
之
議
決
矣
︒
此
日
辞
錦
芝
洋
行
移
武
富
氏
之
寓
崎
陽
号
︒
蓋
錦
芝
主
人
不
喜
︒
午
下
運
曽
根
氏
行
李
於
名
護
屋
丸
︑
□
汽
船
明
暁
出
帆
也
︒
曽
根
氏
宿
於
此
将
待
黎
明
上
船
︒
此
夜
曽
根
氏
招
於
送
別
会
︑
待
帰
至
二
時
遂
不
還
︒
托
氏
寄
一
書
於
弟
壽
︑
内
包
有
奉
家
君
信
︒
三
十
一
日
大
霧
︑
雨
水
此
朝
六
時
赴
輸
︹
輪
︺
船
︒
曽
根
氏
先
在
焉
︒
送
至
者
十
数
人
︒
此
日
錦
芝
洋
行
主
人
亦
帰
長
崎
︒
時
大
霧
朦
々
咫
尺
不
弁
︒
臨
別
曽
根
氏
呼
予
告
曰
︑
暫
托
爾
身
於
︹
金
子
︺
種
三
郎
氏
︑
因
在
彼
可
待
岸
田
氏
帰
申
︒
其
間
月
給
二
元
︒
八
時
過
解
䌫
除
﹇
徐
﹈
々
而
去
︒
遠
望
離
別
の
情
自
依
々
︒
此
夜
送
牟
田
氏
之
福
州
至
富
有
号
︒
道
路
に
泥
濘
太
甚
︒
84
四
月
記
事
一
日
朝
陰
︑
午
晴
木
自
此
日
在
肆
執
務
︒
長
尾
氏
来
焉
︒
氏
曩
者
跟
某
英
人
︑
其
後
出
居
パ
ブ
リ
ン
ク
ウ
エ
イ
之
或
支
那
村
落
︒
識
南
京
人
鄧
浦
者
前
図
赴
南
京
︒
然
今
者
当
之
長
崎
︑
又
速
帰
	
而
後
発
南
京
云
々
︒
小
笠
原
氏
訪
予
寓
︒
前
者
在
田
代
屋
︑
有
西
人
開
塾
教
日
本
者
因
入
塾
︑
幾
而
廿
人
散
校
閉
︒
今
在
本
願
寺
後
借
某
一
室
住
︑
為
浦
東
造
船
処
学
徒
云
︒
日
本
輸
︹
輪
︺
船
広
島
丸
来
申
︑
邦
山
淳
氏
来
宿
︒
二
日
晴
金
午
時
積
三
介
氏
以
海
晏
号
向
天
津
前
托
寄
武
藤
氏
之
一
封
︑
内
有
呈
佐
々
木
氏
書
︒
三
日
前
陰
︑
下
雨
︑
夜
有
星
土
使
ア
ス
ト
ル
ハ
ウ
ス
及
領
事
館
︒
此
夜
於
篠
崎
氏
室
為
闘
o
︑
至
深
更
止
焉
︒
種
氏
︑
岩
崎
氏
︑
及
山
口
及
予
也
︒
篠
崎
与
岩
崎
長
崎
之
商
賈
而
為
石
炭
買
売
︑
云
曾
在
朝
鮮
久
熟
其
風
俗
又
至
魯
領
浦
塩
港
今
在
錦
芝
洋
行
︒
四
日
陰
日
買
靴
子
八
十
銭
︑
襪
子
二
双
三
百
文
︑
手
巾
五
十
銭
︑
イ
ン
キ
五
仙
︑
刷

子
及
刷

散
十
銭
︑
洋
刀
二
十
仙
︒
五
日
曇
月
使
仏
蘭
西
ホ
テ
ル
︒
夜
再
使
焉
︒
六
日
朝
陰
︑
夕
雨
火
野
口
君
来
話
︒
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七
日
朝
曇
︑
午
雨
水
三
月
初
四
先
是
両
四
日
日
本
軍
艦
清
輝
入
港
︒
八
日
快
晴
木
初
五
此
日
日
本
郵
船
横
浜
丸
着
︑
塩
田
公
使
幷
随
員
来
︒
夕
至
崎
陽
号
︒
九
日
朝
曇
︑
午
雨
︑
夕
晴
金
初
六
此
夜
闘
o
於
岩
嵜
氏
室
︒
十
日
朝
大
雨
︑
霽
而
好
天
︑
日
暖
土
初
七
日
本
公
使
与
領
事
︑
書
記
生
来
店
肆
︒
時
正
際
桃
花
之
節
︑
遇
此
良
日
才
子
佳
人
駕
軽
車
衣
錦
繡
帯
桃
花
而
還
者
太
多
︒
十
一
日
曇
︑
雨
日
初
八
聞
龍
華
桃
花
之
満
盛
︒
此
日
与
友
欲
成
策
以
雨
不
果
︒
午
下
夕
訪
小
田
切
氏
於
崎
陽
号
︒
氏
駐
天
津
留
学
生
也
従
公
使
而
来
焉
︒
与
共
者
公
使
息
子
及
宮
崎
︑

本
両
書
記
生
︑
北
条
也
︒
記
送
德
丸
氏
一
封
︒
昨
領
牟
田
氏
書
︒
氏
托
送
德
丸
氏
之
書
︒
十
二
日
曇
︑
晴
月
初
九
此
日
剃
頭
︒
此
夜
草
送
白
須
君
之
書
︒
十
三
日
晴
︑
夜
雨
火
初
十
聞
此
日
於
浦
東
有
金
刀
昆
祭
居
留
男
女
参
詣
頗
盛
︒
此
夕
訪
小
田
切
君
托
送
白
須
君
之
書
︒
氏
以
此
夜
上
高
陞
船
明
朝
将
発
︒
蓋
以
塩
田
公
使
発
□
︒
十
四
日
晴
水
初
十
一
86
此
夜
訪
小
笠
原
氏
︒
時
有
一
葡
人
能
官
話
在
法
教
会
学
校
教
小
児
云
々
︒
小
笠
原
氏
与
鈴
木
︑
岡
山
二
氏
借
本
願
寺
後
支
那
人
家
居
焉
︒
取
食
於
北
川
蓋
月
費
五
︑
六
元
︑
云
借
時
事
新
聞
及
岩
手
新
聞
︑
以
少
得
見
故
国
之
形
勢
︒
十
五
日
好
晴
木
初
十
二
日
本
郵
船
東
京
丸
来
︒
十
六
日
晴
金
初
十
三
宗
方
氏
来
話
︒
十
七
日
晴
︑
曇
土
十
四
識
宮
城
人
大
場
峻
︒
十
八
日
好
晴
日
十
五
此
日
九
点
鐘
上
海
義
勇
兵
供
儀
仗
送
其
帥
︒
某
社
長
氏
也
︒
将
帰
国
故
也
︒
予
等
行
見
焉
︒
二
隊
凡
人
許
整
列
以
待
及
至
施
棒
銃
之
礼
︒
氏
為
一
場
之
演
説
︒
完
則
閧
声
之
回
祝
之
由
公
園
傍
乗
小
大
輪
船
而
去
︒
山
口
︑
大
場
二
氏
捉
予
共
欲
看
清
輝
艦
︒
蓋
以
予
知
人
金
田
一
氏
也
︑
乃
遂
行
矣
︒
金
田
一
氏
予
同
国
之
人
也
性
温
厚
︒
去
年
夏
清
輝
由
芝
罘
来
︒
氏
曾
識
東
氏
以
故
得
相
知
也
︒
至
艦
相
見
叙
別
後
賀
平
安
談
話
懇
々
︑
与
二
氏
回
覧
艦
内
所
装
置
阿
莫
斯
侖
五
十
五
□
砲
四
門
︑
及
別
大
者
一
門
︵
長
三
□
許
︶︑
又
有
機
砲
□
一
分
間
発
一
百
六
十
余
弾
蓋
ノ
ル
テ
ン
フ
ィ
ル
ト
砲
也
︒
弾
以
鋼
鉄
造
備
防
水
雷
船
︒
看
完
在
艦
板
上
遊
戯
時
有
一
支
那
商
船
張
帆
而
来
直
撞
衡
軍
艦
︒
水
兵
集
艦
上
士
官
命
令
見
機
禦
之
急
下
短
艇
乗
支
那
船
指
揮
之
︑
少
傷
支
持
短
艇
者
乃
呼
来
其
船
長
□
□
不
在
︑
老
頭
︵
水
夫
頭
︶
至
矣
︒
副
艦
長
使
予
詰
衝
突
之
由
且
書
謝
罪
状
︑
予
即
述
其
意
不
通
□
問
解
字
否
︒
彼
不
能
解
一
字
︑
ø
有
解
者
一
人
伴
来
書
以
示
可
書
出
謝
罪
状
︒
彼
来
知
也
︑
先
是
支
那
船
之
撞
突
者
両
三
次
又
書
以
謝
罪
即
写
給
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一
通
至
船
長
所
︵
在
通
州
︶︒
△
潮
流
激
而
風
小
舵
為
誤
其
方
向
致
如
此
云
々
︒
彼
唯
日
︑
清
写
捺
印
聞
若
撞
外
国
船
必
要
償
︑
然
日
本
特
以
寛
大
之
旨
宥
恕
之
︒
彼
当
叩
頭
九
拝
謝
恩
︑
今
彼
無
恐
懼
感
心
之
意
︒
古
語
荆
舒
惟
膺
戎
狄
惟
懲
︑
実
以
一
謝
罪
不
足
懲
此
狡
黠
奴
也
︒
亨
洋
食
之

遂
至
浦
東
︒
此
日
亦
有
書
生
親
睦
会
︒
士
官
及
水
兵
等
為
撃
剣
之
遊
︑
或
分
紅
白
両
旗
樹
竿
上
互
奪
之
︒
又
有
源
平
仕
合
及
攏
球
等
之
戯
︒
挙
帆
□
舢
板
而
発
見
東
京
丸
而
帰
路
帰
家
︒
此
日
実
尽
愉
極
歓
︒
十
九
日
月
晴
十
六
二
十
日
火
晴
十
七
澤
村
氏
来
話
︒
二
十
一
日
水
晴
十
八
金
田
一
氏
来
話
︒
東
京
丸
発
寄
書
於
曽
根
氏
︒
二
十
二
日
木
晴
十
九
名
護
屋
丸
入
港
︑
大
坂

医
西
村
氏
与
二
書
生
来
焉
︒
訪
荒
賀
氏
︒
二
十
三
日
金
晴
二
十
訪
小
笠
原
氏
︑
不
在
︒
帰
途
至
澤
村
氏
所
︑
先
是
氏
亦
長
尾
剃
頭
矣
︒
聞
此
年
一
︑
二
月
之
交
氏
与
小
笠
原
︑
荒
賀
諸
氏
舟
至
蘇
州
経
日
三
日
往
復
雇
一
船
銀
六
元
︑
彼
地
山
水
明
媚
︑
云
有
耶
蘇
堂
信
者
百
人
許
︑
西
人
住
焉
︒
有
病
院
有
博
物
館
︑
款
待
懇
切
云
々
︒
氏
等
之
赴
蘇
州
以
告
領
事
館
不
転
道
台
之
照
会
帰
後
蒙
罰
禁
錮
五
︑
六
日
云
︒
近
日
氏
将
経
内
地
赴
北
京
︒
二
十
四
日
土
雨
二
十
一
二
十
五
日
日
晴
二
十
二
88
前
訪
宗
方
氏
於
品
川
氏
之
居
︒
氏
今
病
瘧
脳
︒
談
話
間
氷
見
氏
至
告
曰
明
日
発
漢
口
︑
乃
托
言
大
河
平
及
両
氏
︒
先
是
田
邉
氏
之
鎮
江
聞
前
田
辺
氏
乗
清
輝
号
@
長
江
為
通
弁
云
︒
借
正
気
歌
果
本
書
於
宗
方
氏
︑
金
田
一
氏
曾
托
予
買
之
︑
予
求
不
得
因
借
而
写
焉
︒
夕
至
崎
陽
号
︒
二
十
六
日
月
晴
二
十
三
無
事
可
記
︒
二
十
七
日
火
晴
二
十
四
此
日
金
田
一
氏
来
訪
︑
写
正
気
歌
一
冊
送
焉
︒
野
口
氏
以
明
︹
日
︺
出
帆
之
名
護
屋
丸
帰
任
国
︒
依
訪
之
不
在
︒
二
十
八
日
水
晴
二
十
五
黎
明
輸
︹
輪
︺
船
出
発
︒
夜
間
小
笠
原
氏
病
︒
氏
病
少
E
散
歩
不
在
家
︒
帰
路
至
澤
村
氏
処
︑
小
笠
原
氏
為
在
焉
︒
依
相
伴
復
帰
小
笠
原
氏
処
︑
談
話
数
刻
而
還
家
︒
二
十
九
日
木
好
晴
二
十
六
長
尾
氏
至
矣
︑
相
伴
至
小
笠
原
氏
寓
︒
与
共
訪
軍
艦
︑
金
田
一
氏
途
会
焉
︒
氏
曰
︑
艦
当
以
明
日
発
於
長
崎
故
繁
忙
太
甚
︑
乃
辞
還
︒
午
下
長
尾
氏
□
人
給
予
単
衣
一
件
︑
至
長
尾
之
寓
︒
六
時
帰
家
︒
三
十
日
金
晴
二
十
七
無
可
他
事
︒
此
月
は
洒
掃
に
従
事
し
︑
寸
暇
な
き
に
も
非
さ
れ
と
も
︑

角
読
書
意
の
如
く
な
ら
ず
︑
怠
り
勝
に
日
を
消
し
た
り
︒
語
学
の
事
も
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気
に
掛
れ
と
も
︑
金
を
給
す
る
人
も
な
く
O
方
な
し
︒
予
の
尤
も
益
友
な
る
牟
田
君
及
澤
村
君
は
此
月
此
地
を
去
れ
り
︒
予
の
牟
田
君
と
は
縁
薄
く
︑
始
め
て
相
識
り
し
時
間
も
な
く
氏
は
芝
罘
に
赴
き
︑
氏
芝
罘
よ
り
帰
れ
は
予
は
直
に
天
津
に
発
し
︑
予
天
津
よ
り
来
り
た
れ
は
氏
は
福
州
に
赴
け
り
︒
離
合
集
散
は
世
の
常
と
は
言
ひ
乍
ら
︑
如
此
は
世
に
は
稀
れ
な
る
べ
し
︒
五
月
中
日
記
一
日
好
晴
土
念
八
此
日
午
下
訪
宗
方
氏
︑
門
関
不
入
而
帰
︒
二
日
好
晴
日
念
九
訪
小
笠
︹
原
︺
氏
寓
還
新
︹
聞
︺
紙
及
書
籍
︒
又
至
宗
方
氏
処
送
所
借
之
書
別
借
広
輿
記
三
冊
︒
午
下
与
種
氏
至
長
尾
氏
於
ハ
ブ
リ
ン
ク
路
︒
三
日
晴
︑
暖
月
上
海
春
季
競
馬
自
此
日
始
︒
澤
村
氏
至
告
明
夜
出
発
︑
聞
汽
船
到
鎮
江
自
鎮
江
上
揚
州
陸
行
従
江
蘇
径
山
東
入
直
隷
云
々
︒
四
日
曇
︑
雨
火
此
日
種
氏
及
家
内
赴
看
跑
鳥
︒
予
得
風
邪
一
日
在
家
︒
此
夜
訪
澤
村
氏
於
其
寓
︒
氏
曰
吾
所
経
必
為
紀
念
云
々
︒
九
時
半
頃
出
宿
臨
発
発
拳
銃
一
弾
︑
曰
相
祝
︒
予
辞
還
︒
五
日
上
午
半
晴
︑
下
午
雨
水
風
邪
不
E
寝
至
午
︑
身
体
疲
甚
︒
散
歩
跑
馬
場
見
競
馬
時
雨
降
︒
訪
長
尾
不
在
︒
90
六
日
曇
木
覚
身
熱
頭
痛
乃
臥
床
︒
此
夜
製
卵
酒
出
汗
︑
遂
不
治
︒
七
日
晴
金
八
日
晴
土
此
日
有
跑
馬
︒
係
跟
西
人
飼
馬
者
及
水
兵
等
︒
天
好
晴
故
雑
沓
︒
九
日
晴
日
午
下
至
小
笠
原
氏
及
宗
方
氏
寓
不
在
︑
帰
途
訪
荒
賀
︑
島
津
二
氏
︑
熊
本
八
代
藩
族
主
従
木
脇
︑
宗
方
二
氏
在
焉
︒
談
数
刻
而
還
︒
四
時
頃
鈴
木
︵
仙
台
人
︶
氏
誘
島
津
及
八
代
主
従
来
乃
与
山
口
︑
邦
山
︑
金
子
三
氏
同
遊
バ
ブ
リ
ン
ク
路
支
那
花
園
︑
花
園
在
自
申
園
近
数
町
之
地
︑
前
曾
西
人
所
造
而
清
人
購
之
以
供
遊
覧
地
︒
極
閑
清
︹
静
︺
有
池
泛
舟
小
山
上
構
日
本
風
家
屋
雅
致
上
比
可
以
臥
︑
清
風
瞰
全
景
四
時
華
美
之
草
花
充
満
室
中
異
香
襲
衣
︑
有
西
風
屋
家
卓
榻
画
美
装
飾
頗
佳
︑
毎
室
煮
茶
待
客
暇
時
散
策
可
以
消
悶
︒
十
日
月
風
邪
未
E
︑
咳
嗽
漸
太
甚
︒
十
一
日
火
曇
又
晴
午
下
与
長
尾
︑
山
口
二
氏
写
真
□
︒
十
二
日
水
雨
日
本
郵
船
横
浜
丸
出
港
︒
十
三
日
木
半
晴
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十
四
日
金
晴
日
本
郵
船
東
京
丸
入
港
︒
長
尾
来
訪
告
郷
里
両
母
訃
共
驚
悲
耳
︒
談
話
数
刻
相
伴
至
氏
寓
︒
十
五
日
土
雨
風
刻
太
甚
咳
嗽
益
激
︑
至
用
吉
先
生
請
診
察
□
□
薬
来
︒
十
六
日
日
雨
一
日
在
家
読
書
︒
十
七
日
月
雨
用
吉
先
生
に
至
り
︑
薬
等
下
痢
を
求
め
帰
る
︒
十
八
日
火
晴
午
下
訪
長
尾
談
話
︑
与
帰
氏
遂
宿
焉
︒
此
夜
咳
嗽
太
甚
大
苦
︒
十
九
日
水
晴
郵
船
東
京
丸
出
港
︒
此
日
頭
痛
熱
出
身
体
揺
々
懶
折
為
事
︒
遂
午
後
よ
り
床
に
臥
す
︒
熟
々
思
ふ
に
千
里
の
遠
き
に
出
て
親
族
も
な
く
金
も
な
く
し
て
病
の
床
に
臥
す
程
憂
き
物
は
あ
ら
し
︒
予
も
今

長
き
患
ひ
を
な
せ
し
こ
と
な
け
れ
は
左
程
の
事
と
は
思
は
ず
︒
又
常
に
病
を
推
し
て
治
り
し
こ
と
も
屢
々
な
れ
ば
︑
人
の
病
に
苦
む
を
見
て
は
其
人
の
気
の
弱
き
を
笑
ふ
て
居
り
し
か
︒
今
自
ら
病
に
犯
さ
れ
与
に
語
ふ
人
も
な
く
︑
衣
食
の
事
も
意
の
儘
に
な
ら
ず
︒
我
か
前
に
人
の
病
を
思
ひ
し
如
く
人
も
亦
た
我
を
思
へ
ば
誠
に
か
程
つ
ら
き
事
は
な
し
︒
屈
原
の
困
苦
す
れ
ば
未
た
曾
て
天
を
呼
は
ず
ん
は
あ
る
べ
か
ら
ず
︒
病
疾
す
れ
は
未
た
嘗
父
母
を
呼
は
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
と
云
へ
る
︒
乃
世
の
不
易
の
金
言
な
り
︒
斯
く
言
ふ
は
我
病
の
愚
痴
な
る
べ
し
︒
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二
十
日
木
晴
名
護
︹
屋
︺
丸
入
港
︒
曽
根
氏
信
至
︒
二
十
一
日
金
晴
至
用
吉
先
生
処
聞
岸
田
氏
昨
夕
安
着
︑
乃
此
晩
訪
氏
不
得
面
談
︒
只
受
ú
氏
書
而
帰
︒
内
有
家
弟
与
貞
助
︑
白
須
氏
之
信
︑
皆
上
月
係
所
発
︒
此
日
病
大
E
︒
二
十
二
日
土
晴
無
可
記
事
︒
二
十
三
日
日
雨
午
前
雨
︑
午
後
晴
︑
訪
小
笠
原
氏
︑
又
訪
仁
礼
氏
於
崎
陽
号
︒
氏
昨
日
与
島
田
書
記
官
︑
渡
部
書
記
生
共
自
天
津
至
焉
︒
此
夕
氏
至
邦
山
氏
処
談
話
到
夜
半
︑
予
陪
時
聞
氏
遭
賊
難
之
顚
末
︒
二
十
四
日
晴
月
訪
岸
田
氏
︑
以
多
忙
不
面
︒
二
十
五
日
晴
火
午
下
訪
仁
礼
氏
托
送
曽
根
氏
与
舎
弟
書
︑
舎
弟
信
内
包
□
□
君
及
畠
山
之
信
︒
此
夜
送
氏
於
船
︒
二
十
六
日
水
此
夕
訪
岸
田
氏
︒
氏
曰
来
月
再
来
□
計
画
焉
︒
東
京
郵
便
︹
船
︺
名
護
︹
屋
︺
丸
出
港
︒
二
十
七
日
木
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郵
船
広
島
丸
入
港
︑
河
野
主
一
郎
君
来
︒
君
鹿
児
島
三
州
社
長
也
︒
前
曽
根
氏
送
一
書
於
予
告
君
来
︒
此
夕
訪
君
談
話
︑
君
曰
遊
歴
各
名
港
︒
重
野
編
緝
官
之
男
衆
来
︒
二
十
八
日
晴
金
此
夕
与
瀧
︑
西
田
散
歩
︒
二
十
九
日
曇
︑
雨
土
三
十
日
小
雨
日
訪
小
笠
氏
︒
三
十
一
日
月
此
よ
り
先
き
長
尾
氏
予
に
単
­
一
件
を
買
給
す
︒
五
月
中
日
記
掲
要
︹
見
出
し
の
み
︺
六
月
中
記
事
六
月
一
日
火
荷
物
横
浜
よ
り
達
し
た
る
︑
以
て
忙
は
し
︒
六
月
二
日
水
広
島
丸
十
時
出
港
︒
岸
田
氏
を
訪
ふ
て
先
の
事
を
訪
︹
問
︺
ふ
︒
氏
曰
く
︑
家
事
紛
擾
治
め
難
し
︑
須
臾
く
待
つ
べ
し
と
︒
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六
月
三
日
木
横
浜
丸
入
港
後
荷
物
の
為
に
忙
し
︒
岩
崎
氏
来
︒
六
月
四
日
金
此
日
忙
如
前
日
︒
金
一
元
を
種
氏
に
借
︑
先
是
三
十
銭
を
借
り
た
り
し
︒
鞋
を
買
ふ
︒
六
月
五
日
晴
夜
与
長
尾
相
伴
至
其
寓
︒
氏
与
予
単
衣
︑
単
褲
︒
六
月
六
日
晴
︑
暖
日
五
月
五
日
節
此
朝
掃
除
肆
店
︒
午
下
訪
花
坂
氏
於
崎
陽
号
︒
氏
前
数
日
已
至
当
地
︒
談
話
数
刻
氏
給
予
以
洋
書
四
冊
相
共
出
至
岸
田
氏
︒
氏
病
熱
在
病
床
︑
遂
至
仏
租
界
日
本
店
浪
川
帰
家
︒
氏
誘
種
氏
及
余
食
於
春
︒
此
日
予
居
を
店
に
移
す
︒
江
西
路
の
宅
は
小
孩
傍
に
叫
喊
し
雑
事
混
乱
読
書
す
べ
か
ら
ず
︒
故
に
此
よ
り
先
き
夜
具
を
門
口

運
ひ
た
り
し
も
故
あ
り
て
止
む
︒
其
後
岸
田
氏
帰
申
し
た
れ
は
今
日
か
明
日
か
と
待
た
り
し
も
︑
今
や
善
事
は
忽
に
す
べ
か
ら
ず
と
心
付
き
た
る
に
よ
り
匆
々
引
越
し
た
り
︒
家
始
め
只
閑
静
読
書
に
可
な
る
を
思
ふ
て
後
院
の
娼
家
歌
舞
弾
吟
四
壁
に
喧
し
き
を
思
は
ざ
り
し
︒
此
夕
訪
小
笠
原
氏
及
荒
賀
氏
︑
宗
方
氏
亦
在
り
談
数
時
に
し
て
帰
る
︒
此
日
遽
に
暖
度
を
増
せ
り
︒
此
よ
り
先
き
義
伝
勲
功
記
︑
朝
鮮
軍
記
︑
仏
国
革
命
史
︑
真
田
三
代
記
等
を
借
読
せ
り
︒
六
月
七
日
晴
月
昨
日
よ
り
漸
く
暑
暖
の
候
と
定
ま
り
た
る
か
如
し
︒
六
月
八
日
晴
水
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此
日
花
坂
氏
乗
船
す
る
を
以
て
崎
陽
号
に
至
り
氏
の
行
李
を
整
ふ
︒
氏
予
か
窮
を
憫
て
三
元
を
恵
投
せ
ら
る
︒
夜
送
て
船
に
至
る
︒
行
李
に
随
て
諸
客
送
り
至
る
︒
三
賓
酒
を
開
き
祝
す
︒
十
二
時
過
別
を
告
け
宿
に
帰
ら
ん
と
す
︒
氏
予
を
戒
め
て
曰
︑
謹
て
身
を
慎
み
国
人
を
辱
し
む
る
勿
れ
︑
青
雲
の
志
を
後
に
し
先
つ
艱
難
刻
苦
に
耐
へ
さ
る
可
か
ら
ず
と
︒
予
曰
︑
敬
て
□
□
せ
ん
︑
此
れ
我
か
自
ら
誓
て
期
す
る
な
り
と
︒
乃
ち
帰
る
︒
六
月
九
日
晴
水
此
日
昨
日
恵
せ
ら
る
ゝ
所
の
金
を
以
て
単
衣
︑
小
褂
子
︑
褲
︑
口
袋
︑
フ
ラ
ン
ネ
ル
等
を
買
︑
二
元
七
十
銭
な
り
︒
六
月
十
日
雨
木
無
可
記
事
︒
六
月
十
一
日
晴
金
東
京
丸
入
港
︒
六
月
十
二
日
雨
土
六
月
十
三
日
晴
日
前
小
笠
原
氏
に
至
り
︑
弟
に
荒
賀
氏
の
病
を
訪
︹
問
︺
ふ
︒
氏
病
床
に
在
る
已
に
月
余
︒
午
後
長
尾
の
所
に
遊
ふ
︒
申
園
の
辺
を
逍
遥
す
︒
青
草
地
に
布
き
緑
鞠
す
べ
し
︒
六
月
十
四
日
曇
月
六
月
十
五
日
雨
火
六
月
十
六
日
水
96
東
京
丸
出
帆
︑
大
人
及
舎
弟
に
送
る
の
書
を
認
め
た
れ
と
も
︑
遂
に
送
る
を
果
さ
す
︒
六
月
十
七
日
晴
木
郵
船
名
護
屋
丸
入
港
︒
松
木
な
る
人
中
野
二
郎
氏
の
書
を
持
ち
来
り
上
海
に
滞
在
す
る
を
告
け
︑
与
に
島
津
氏
の
所
を
訪
ひ
遂
に
氏
と
共
に
下
宿
す
る
こ
と
と
定
め
た
り
︒
六
月
十
八
日
晴
金
此
日
よ
り
地
理
図
を
取
調
ぶ
︒
鎮
□
県
誌
の
句
読
を
尽
ま
る
︒
六
月
十
九
日
曇
土
六
月
二
十
日
晴
日
此
日
午
前
荒
︑
小
笠
二
氏
の
居
を
訪
ふ
︒
炎
暑
焼
く
か
如
し
︒
六
月
二
十
一
日
晴
︑
以
大
熱
難
堪
︑
夕
曇
月
此
暮
驟
雨
大
に
至
り
流
る
ゝ
か
如
し
︒
六
月
二
十
二
日
晴
︑
曇
火
此
夜
小
笠
原
氏
来
話
︑
澤
村
氏
の
来
信
を
示
さ
る
︒
氏
は
去
月
四
日
を
以
て
当
所
を
発
し
︑
同
二
十
八
日
を
以
て
北
京
に
安
着
せ
り
︒
其
書
に
よ
り
驢
車
に
乗
り
恰
も
啞
者
の
旅
行
の
如
く
な
れ
と
も

角
世
の
中
は
金
力
と
腕
力
と
に
因
り
如
何
様
に
も
成
る
へ
し
︑
名
所
旧
跡
に
半
□
□
□
□
□
是
を
し
て
泰
山
に
登
り
て
四
百
余
州
を
下
瞰
せ
り
云
々
︒
六
月
二
十
三
日
半
晴
水
午
下
岸
田
氏
を
訪
︑
在
ら
ず
︒
名
護
屋
丸
開
覧
書
を
家
弟
に
送
る
︒
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六
月
二
十
四
日
雨
木
東
京
会
□
氏
よ
り
来
信
︑
畠
山
氏
祖
父
︑
老
母
双
親
の
訃
を
報
す
也
︒
幷
に
貞
助
の
兄
病
に
付
貞
助
帰
国
の
事
︒
嗚
呼
大
何
︑
予
か
党
有
志
等
を
し
て
此
の
如
き
罪
に
遭
は
し
け
ん
︒
広
島
丸
入
港
︒
岸
田
氏
を
訪
︑
面
せ
ず
︒
六
月
二
十
五
日
雨
金
佐
々
木
氏
に
信
を
送
る
︒
内
︹
に
︺
有
徳
丸
に
送
る
の
信
︒︹
続
け
て
︑﹁
二
十
七
日
に
延
引
﹂
と
メ
モ
書
き
が
あ
る
︺
六
月
二
十
六
日
雨
土
夕
岸
田
氏
を
訪
ふ
︑
面
せ
ず
︒
九
時
半
再
ひ
訪
ひ
談
晤
す
る
を
得
た
り
︒

角
因
循
延
引
事
を
決
せ
ず
︒
抑
岸
田
氏
を
訪
ひ
し
は
去
月
二
十
二
日
に
し
て
︑
其
後
二
十
六
日
漸
く
面
す
る
を
得
︑
待
ち
今
日
に
至
る
已
に
一
月
也
︒
予
か
錦
芝
に
在
る
一
銭
を
給
す
る
な
く
︑
困
窮
何
か
堪
ゆ
可
け
ん
︒
是
よ
り
先
き
花
坂
氏
来
り
予
に
芝
罘
に
行
く
を
勧
む
︒
予
当
時
猶
ほ
固
く
岸
田
に
托
せ
ん
と
思
ひ
し
も
︑
今
に
至
り
顧
み
る
に
遑
あ
ら
ず
此
事
を
決
せ
り
︒
且
つ
又
数
多
の
利
益
を
見
出
せ
り
︒
又
岸
田
と
縁
あ
り
之
と
断
す
る
に
非
さ
れ
は
な
り
︒
六
月
二
十
七
日
雨
日
此
日
雨
を
以
て
終
日
閑
居
︑
長
尾
氏
来
る
︒
六
月
二
十
八
日
雨
月
六
月
二
十
九
日
曇
火
東
京
家
弟
に
書
を
送
る
︒
内
に
畠
山
氏
の
一
封
を
包
む
︒
98
六
月
三
十
日
雨
水
郵
船
広
島
丸
出
港
︒
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